
｟2023特色検査分析｠ 

【総評】 

・問題数、文章量は昨年とほぼ同じだった。やはり相当な分量なので、取り組むべき問題の取捨選択を含めて、ス

ピーディーな対応が求められた。 

・全体的に知識を問う問題は殆どなく、思考力を必要とする問題が多かった。大学共通テストを意識した、論理的

思考力・数的処理力、データ・図・文章の理解力を問う問題が多く見られた。 

・理系重視の傾向は変わらず。関数、論理ゲーム、統計分析、数的処理、立体図形、平面図形、反射と幅広い出題

が見られた。英文や現代文の大問の中でも、数学・理科分野の出題が多く見られた。 

・理系分野では、公立レベルを超えた、難関私立・国立レベルの問題が散見した。特に翠嵐型（問６・７）は非常に

難しく、、高校数学レベルの問題（中学生でも解けるよう体裁を整えられてはいるが、現実的には高校数学レベル

の勉強が必要な問題）も見られた。このことから、特色検査のある学校を受験する場合、たとえ公立受験でも難関

私立・国立を意識した勉強が必要であると言える。 

 

【各大問ごとの分析】 

問 1 電気自動車に関する英文読解（共通） 

ア 数学 割合計算 

イ 社会 日本地理 

ウ 数学 割合計算 

エ 英語 空所補充 

オ 英語 内容正誤 

 

問 2 ホタルの生態系に関する説明文（共通） 

ア 国語 語句・俳句 

イ 国語 文章と図の読み取り 

ウ 数学 統計・箱ひげ図 

エ 理科 ホタルとカワニナの生息範囲 

オ 国語 文章全体の読み取り 

 

問 3（湘南、川和、緑が丘、平沼、大和、希望が丘） 

ア 国語 語句の意味を文脈から推測する 

イ 美術 視点の違いによるものの見え方 

ウ 社会 歴史の流れ 

エ 数学 立体と影 

オ 数学 三平方の定理 

カ 数学 二次関数 

キ 理科 重力、力の合成 

 

 

 

問 4（柏陽、川和、多摩、大和） 

アⅰ 数学 数の性質 

ⅱ 数学 定義・定理・法則・公式 

ⅲ 理科 電気回路 

イⅰ 数学 文字式   ⅱ 数学 不定方程式 

ウ  数学 座標と図形  

エⅰ 数学 順列  ⅱ 数学 最小公倍数 

 

問 5（湘南、柏陽、平沼） 

ア 数学 推理・数の性質 

イ 数学 立体図形 

ウ 数学 反射・平面図形 

 

問 6（翠嵐、厚木、緑が丘、多摩、希望が丘） 

ア 数学 図形の移動 

イ 数学と社会の融合問題 角度と地図、二次関数 

ウ 理科 物質の分類 

エ 数学と理科の融合問題 関数と電気抵抗 

 

問 7（翠嵐、厚木） 

ア 社会 サンゴ礁の作られ方 

イ 社会 プレートの動き 

ウ 社会 海流 

エ 理科 電気分解とエネルギー 

 



【大学入試共通テストとの比較】 

［特色検査 23  問 6 イ  仰角の大きさ］ 

 



［共通テスト 22 仰角の大きさ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［特色検査 22 問 6オ ボールが入る角度を三角比で考える］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［共通テスト 23 ボールが入る角度を関数で考える］ 

 
 

 

 

 

 


